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代表的な商品 「たっぷり・ミートソース285」

商品説明 「完熟トマトを使い、玉ねぎと挽き肉をじっくり煮込んだ

味わい深いミートソースです。

製造工場 駒ケ根工場

製造工程 原料受入→原料処理→混合煮沸→原料投入→撹拌

→充填→計量→X線検査→整列→殺菌→乾燥→梱包

当社の主な取り扱い商品
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①EA21認証取組で、2013年12月駒ケ根工場増設の長野県助成金事業に繋がった。

②EA21システム導入により、食品安全マネジメントシステムFSSC22000の構築が円滑に進んだ。

③採用活動において、EA21やFSSC22000の認証企業であるということでアピールできた。

④EA21認証会社という意識の共有により、LED照明化、省力設備導入等、省エネ推進が進んだ。

⑤神戸物流センターにおける太陽光発電の電力受給は取組前から実施している。

⑥社会貢献事業の一環として、2015年11月から月一回の清掃活動を行っている。

⑦

株式会社三井住友銀行より「SDGs推進融資」が実施されました。

社会貢献事業の一環として､社会福祉法人へ製品等を寄付する活動を行っている｡
1.廃棄コスト・環境負荷の軽減(EA21に貢献)
2.生活困窮者支援(社会貢献)
3.従業員の士気高揚　等々、効果は大きい｡

当社がこれまでのEA21取組から得られた成果事例の紹介
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駒ヶ根工場で太陽光発電設備を導入しました。

・環境保護（CO2排出削減）

・工場の遮熱対策

・災害時の非常用電源
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P.6 環境経営方針

P.7 エコアクション21実施体制と役割分担表

P.8 1.組織の概要

P.9～18 2.認証登録の対象範囲・活動　
3.環境目標及び実績
環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
（駒ヶ根工場、兵庫工場、宍粟工場、販売管理部門）
4.環境への取組の自己チェックの推移
5.環境関連法規等の遵守状況の確認･評価の結果並びに
違反･訴訟等の有無

P.18 6.代表者による全体の評価と見直しの結果と指示

目標12　つくる責任

目標7  エネルギーをみんなに　そしてクリーンに

目標6   安全な水とトイレを世界中に

目標3   すべての人に健康と福祉を

2030年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させる。

2030年までに、全セクターにおいて水利用の効率を大幅に改善し、淡水の持続可能な採取及び供給
を確保し水不足に対処するとともに、水不足に悩む人々の数を大幅に減少させる。

2030年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて３分の１減少させ、精神保
健及び福祉を促進する。

2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫後損
失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。

EA21とFSSC22000の取組を通じて、人材育成、市場ニーズに応える商品開発などの事業
活動、外部環境コミュニケーション含むCSRを重視した活動を継続していきます。

今後のEA21取組への決意

目 次

SDGs達成に向けた貢献
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　当社は、「食を通じて社会に貢献する。」の企業理念に基づき、

環境と事業活動の関係をよく認識しつつ、環境改善に自主的・積極

的に取り組み、環境負荷の継続的な削減に努力していきます。

1. 当社は、次の環境課題に取り組みます。

(1) 電力･重油･ガス等の消費による二酸化炭素排出量の削減

(2) 車両運行に伴う燃料消費による二酸化炭素排出量の削減

(3) 廃棄物の減量、再生利用の推進。及び食品リサイクル率の維持向上。

(4) 水使用量の節減

(5) 化学物質の適正管理

(6) その他環境に配慮した事業活動の推進

　これらについて、経営に関する課題とチャンスを踏まえ、環境目標・

活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。

2. 環境関連法規則や、環境への取り決め事項を順守します。

3. 本方針を全従業員に周知徹底します。

　　2013　年　11　月　1　日 制定

　　2018　年　11　月　7　日 改訂

　　2020　年　11　月　25　日 改訂

ハ チ 食 品 　株 式 会 社

代表取締役社長　

環　境　経　営　方　針

高橋　慎一
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エコアクション21推進事務局

･ 環境管理委員会は､原則毎月開催の部長役員会の場で3ｶ月に1回を目処に開催｡
･ 従業員への示達は上記幹部社員から徹底｡

責任者 役割

社長 ･ 環境経営方針を策定する｡

･ エコアクション21の実行に必要な資源(人･物･金)を用意する｡

･ エコアクション21の全体的な取組状況を評価し､見直し､必要な指示

を行う｡

環境管理責任者 ･ 環境経営システムを構築し､維持する｡

(総務部長) ･ 環境経営システムの構築運用状況を社長に報告する｡

環境管理責任者補佐 ･ 環境活動レポートを取りまとめる｡

(安全環境管理室長) ･ 環境管理委員会を開催する｡

環境管理委員会 ･ ｴｺｱｸｼｮﾝ21の実施状況の確認や、省ｴﾈ法への対応状況の報告及び環境

活動ﾚﾎﾟｰﾄ、廃棄物ﾏﾆﾌｪｽﾄの報告等を行う。

･ 全体的な見直しのために必要なデータを集計する｡

推進委員 ･ 自部門の環境教育を推進し、環境経営を指導する。

（各部門長） ･ 自部門の環境活動計画の具体的な取組内容を実践し推進する｡

研究
開発
部長

環境管理委員会(部長・取締役会)

事業
企画
部長

名古
屋営
業所
長

福岡
支店
長

社長

環境管理責任者(総務部長)／環境管理責任者補佐（安全環境管理室）

東京
支店
長

品質
保証
部長

営業
部長

全従業員

駒ｹ根
工場
長

兵庫
工場
長

宍粟
工場
長

生産
部長

業務
部長

内部監査

エコアクション21実施体制と役割分担表
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･ 環境経営方針を理解し、環境配慮行動でものづくりに取り組む。

･ 定期的にEA21の適切な運用状況、環境経営への認識や改善を監査する。

(1) 事業所名
社名 ハチ食品 株式会社

代表取締役　　 高橋　慎一

(2) 所在地
本社 大阪府大阪市西淀川区御幣島２丁目１８番３１号

東京支店 東京都中央区蛎殻町1丁目29番地4号 日本橋蛎殻町東急ビル3階

福岡支店 福岡市博多区豊１丁目４番２５号

名古屋営業所 愛知県名古屋市中区丸の内３丁目１８番１号三晃丸の内ビル３階

兵庫工場 兵庫県宍粟市山崎町高下１５５７番地

宍粟工場 兵庫県宍粟市山崎町中野１３２０番地

駒ヶ根工場 長野県駒ケ根市下平２９２番２７号

神戸物流ｾﾝﾀｰ 兵庫県神戸市中央区湊島南町３丁目６番７号

(運営は委託）

ハチ食品㈱駒ヶ根工場 ハチ食品㈱宍粟工場 　ハチ食品㈱兵庫工場

(3) 環境保全関係の担当者連絡先

環境管理責任者　　　　　　　　　　　杉本　郁 （総務部）　　　　　　

環境管理責任者補佐　　　　　　　　　　　黒沢　和範 （安全環境管理室）

担当者 佐伯　圭司 （総務部）　　　　　　

連絡先 電話　06-6471-3557 Fax　06-6475-7262

　全社員

　内部監査

1. 組織の概要 
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(4) 事業内容 各種カレー製品、各種レトルト食品、各種調味料等の

製造販売
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(5) 事業の規模

2023.3.31時点

(6) 事業年度 （対象：2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 登録組織名 ： ハチ食品株式会社

関連事業所 ： 本社、東京支店、福岡支店、名古屋営業所

神戸物流センター、駒ヶ根工場、兵庫工場、宍粟工場

対象事業活動 ： カレー製品全般、各種レトルト食品、各種香辛・調味料の

製造販売

(2) レポートの対象期間及び発行日

① 対象期間 （対象：2022年4月1日～2023年3月31日）

② 発行日　2023年　10月　31日

生産重量

202２年度

13,784

2021年度

13,300

福岡支
店

宍粟工
場

69 1197066 2

単位：kg

2021年度 2022年度

12,842,973

3.

2020年度

12,567,499 13,875,090

6,982,064 5,629,235 5,210,450

3,489,322 4,473,903 4,767,103

兵庫工場
宍粟工場

3,239.005,834.07 21,812.98

売上高(百万円)

神戸物
流ｾﾝﾀｰ

(0)

3,081.327,956.36

18

東京支
店

本社

11,519

2020年度

13,079

3506

11,920 12,475

名古屋
営業所

2017年度

延床面積(㎡)

従業員数(人)

兵庫工
場

駒ヶ根
工場

2019年度

合計

1,232.58

2018年度

257.62 59.96152.07

駒ヶ根工場

2.認証登録の対象範囲・活動

３.環境目標及び実績
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3.-A 環境目標及び実績（製造部門）
電力 単位：生産効率kg/kWh（生産重量/使用電力）

*目標達成基準・・・○「達成」△「数字上未達成もやむをえない要因あり」×「未達成」

＊購入量排出係数　駒ヶ根工場・兵庫工場・宍粟工場(全て関西電力実績2018年0.334)

×

×

○

比率(%) 100

生産重量/
使用電力

2.52 2.57

202２年度

103.0% 104.0%

3.05

4.61
生産重量/
使用電力

102.0%

目標

生産重量/
使用電力

①目標 目標

100

4.75

目標未達成。工場では積極的な設備投資を行っています。生産能力のアップ、生産効
率の向上を目指した投資ではありますが、人手不足に対応するためのものでもあるの
で原単位の改善は難しい面があります。

3.02

目標未達成。工場では積極的な設備投資を行っています。生産能力のアップ、生産効
率の向上を目指した投資ではありますが、人手不足に対応するためのものでもあるの
で原単位の改善は難しい面があります。

駒ヶ根工場

電力生産効率の改善
（kg/kWh）

基準年度
(2019年

度)

4.79

比率(%)

目標達成

②実績

82.6% 103.0% 104.0%

202４年
度

2.93 2.99 2.42

202３年
度

102.0% 97.8%

兵庫工場

4.514.70

104.0%

宍粟工場

2.94

目標達成。

2.60 2.62

比率(%) 100 102.0% 116.7%

103.0%

駒ヶ根 兵庫 宍粟

2020 2733753 2413304 1261012

2021 2799264 2200030 1512729

2022 3076297 2154609 1620810

0

500000

1000000

1500000

2000000

2500000

3000000

3500000

kWh 電力使用量
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A重油 単位：生産効率kg/L（生産重量/使用量）

104.0%

目標

15.80 14.65

目標未達成。２０２２年８月に新製造ラインが稼働したが生産品目の多品種小ロット
傾向により設備の切替作業時間が増えた分、稼働時間がかかったため生産効率が悪化
した。

15.95 16.11

比率(%) 100 102.0% 94.6%

A重油生産効率の改善
（kg/L）

基準年度
(2019年

度) ②実績

15.49 ×

目標達成

202３年
度

202４年
度

①目標 目標

目標未達成。宍粟工場へ製造移管を行い生産量減もボイラー稼働時間は横ばいなため
生産効率悪化。老朽化のためエネルギーロスも多いと思われる。

46.68

- 103.0% 104.0%

47.13

兵庫工場

生産重量/
使用量

45.32 46.23 37.76 ×

比率(%) 100 102.0% 83.3% - 103.0%

202２年度

駒ヶ根工場

生産重量/
使用量

駒ヶ根 兵庫

2020 800243 150000

2021 827500 114000

2022 947403 138000

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

700000

800000

900000

1000000

L A重油使用量
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LPG 単位：生産効率kg/kg（生産重量/使用量）

宍粟工場

生産重量/
使用量

30.97 31.59 29.93 ×

生産量微増も、試作量も増加したため目標達成できず。

31.90 32.21

比率(%) 100 102.0% 96.6% - 103.0% 104.0%

LPG生産効率の改善
（kg/kg）

兵庫工場

生産重量/
使用量

66.85 68.19 66.61 ×

生産量７％減の影響と思われる。

68.86 69.52

比率(%) 100 102.0% 99.6% - 103.0% 104.0%

基準年度
(2019年

度)

202２年度

目標

○

目標達成。

1,356.07 1,369.23

比率(%) 100 102.0% 164.7% - 103.0% 104.0%

目標達成

202３年
度

202４年
度

①目標 ②実績 目標

駒ヶ根工場

生産重量/
使用量

1,316.57 1,342.90 2,168.18

駒ヶ根 兵庫 宍粟

2020 5540 117328 129144

2021 5696 91973 152206

2022 6399 78221 159296

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

180000

kg LPG使用量
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食品廃棄物 単位：リサイクル率　％

宍粟工場

維持

リサイク
ル率

95.00% 95.00%

目標達成。

比率(%) 維持 維持

101.0% 91.5% 102.0% 103.0%

兵庫工場

リサイク
ル率

95.00% 95.00% 95.00% ○

60.20% 60.80% 55.10% ×

パウチ包装と中身の分別が進まないため、生産量が増えるほどリサイクル率は悪化し
てしまいます。

61.40% 62.01%

比率(%)

95.00%

維持 100.0% -

目標達成。

95.00% 95.00%

比率(%) 100.0% - 維持 維持

95.00% 95.00% ○

食品リサイクル法の遵守
基準年度

（2019年
度）

202２年度 目標達成
可否

202３年
度

202４年
度

①目標 ②実績 目標 目標

駒ヶ根工場

リサイク
ル率

未計測
駒ヶ根 兵庫 宍粟

2020 114820 153920 5690

2021 77370 115280 0

2022 87990 114360 0

0
20000
40000
60000
80000
100000
120000
140000
160000
180000

kg 食品廃棄物排出量

駒ヶ根 兵庫 宍粟

2020 57250 153920 5690

2021 46590 115280 0

2022 48520 114360 0

0
20000
40000
60000
80000

100000
120000
140000
160000
180000

kg 食品リサイクル量
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リサイクル方法
駒ヶ根工場：堆肥化
兵庫工場、宍粟工場：熱回収

廃棄物（食品以外） 単位：生産効率ｔ/ｔ（生産重量/廃棄量）

102.0% 103.0%

昨年度は発生の無かった汚泥の処理を行ったため。

50.39 50.90 70.85 ○ 51.40 51.91

比率(%) 100 101.0% 140.6% -

103.0%

廃棄物の削減
基準年度

（2019年
度）

目標達成。

102.0%

②実績 目標 目標

生産重量/
廃棄量

202２年度 目標達成
度②/①

202３年
度

202４年
度

①目標

駒ヶ根工場

80.85 81.64

兵庫工場

生産重量/
廃棄量

79.26 80.05 71.03 ×

比率(%) 100 101.0% 89.6% -

宍粟工場

生産重量/
廃棄量

23.95 24.19 24.28 〇 24.43 24.67

比率(%) 100 101.0% 101.4% - 102.0% 103.0%

目標達成。

2022 48520 114360 0

駒ヶ根 兵庫 宍粟

2020 178140 86040 141160

2021 215180 70290 180430

2022 205680 73350 196320

0

50000

100000

150000

200000

250000

kg 廃棄物排出量（食品以外）
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水資源 単位：生産効率kg/L（生産重量/使用量）

3.-B 環境目標及び実績（販売管理部門） 単位：絶対数量

940.50 938.00

比率(%)

取組内容
・出しっ放し厳禁（節水貼
り紙）

目標未達成。

35,620

100 99.0%

比率(%)

103.0%

202４年
度

目標

水資源生産効率の改善
（kg/kWh）

駒ヶ根工場

生産重量/
水使用量

74.16 74.90 74.19 ×

目標未達成。

75.64 76.38

100.0%

98.7%

100.0%

②実績

202２年度

100

取組内容

○

○

○

維持

172.15 170.43 182.94

31.30

98.0%

106.3% 98.0%

・使用済ｺﾋﾟｰ用紙の再利用
・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進
・賞味期限切れ商品廃棄削
減

31.62

90.6%

項　目

電力使用量

使用電力
(千kWh）

食品ﾘｻｲｸﾙ率 95.0%

比率(%)

100

取組内容

目標達成。

一般廃棄物排
出量削減

95.0%

66.5% 98.0% 97.0%

35,988

比率(%)

使用量
（L）

36,722

維持

95.0% 95.0%

コロナ禍の前年よりは使用量は増加したがコロナ以前よ
りは大幅に削減できている
カーシェアリングを活用

取組内容

比率(%)

・乗車月報の継続(燃費意識
強化)
・ハイブリッドカーへ入替
え

30.98

目標達成
度②/①

202３年
度

202４年
度

①目標 目標 目標

○

921.50

98.0%99.0%

・空調設定温度遵守
・省エネ機器への切替
・消灯の徹底

目標未達成。前年（１８４千kwh）からは減少。

基準年度
（2019年

度）

168.71 166.99
×

使用量
（L）

宍粟工場

生産重量/
水使用量

282.61 285.44 446.39

目標達成。

288.26 291.09

比率(%) 100 101.0%

○

158.0% 102.0%

目標未達成。

100 101.0% 98.7%兵庫工場

生産重量/
水使用量

325.04

比率(%)

334.79331.54328.29 320.85 ×

103.0%

103.0%

102.0%

102.0%

目標達成
度②/①

基準年度
（2019年

度）

202２年度

比率(%) 100 101.0%

①目標 ②実績

202３年
度

目標

目標達成。

95.0%

31.94

97.0%100 99.0%

・社会福祉協議会等への寄
贈推進

36,355

水資源（千
kWh）

950.00 931.00

97.0%

24,416

取組内容

産業廃棄物の
削減(食品)

100 99.0%

自動車燃料の
削減

97.0%

28.94
排出量
（ｔ）
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＊購入量排出係数　駒ヶ根工場・兵庫工場・宍粟工場(全て関西電力実績2018年0.334)

17/21



3.-C 環境目標及び実績（その他）

化学物質の適正な管理 単位：使用量　kg

省エネ法の取組状況（エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の

温室効果ガス算定排出量） 単位：t-CO2

（参考）2019年度神戸物流センターの太陽光発電の販売による二酸化炭素削減実績＝▲2t-CO2　　*当社の削減量には加算していない

①

②

③

④

①

②

①

②

③

①

②

①

②

入出庫管理記録の記入、SDSの表示等、適正な管理が行われている。

入出庫管理記録の記入、SDSの表示等、適正な管理が行われている。

目標達成状況を含む「活動計
画取組結果」の評価・今後の

取組内容

化学物質の
適正管理(製
造部門)

使用時の記録の保管

産業廃棄物
の削減（製
造部門）

製品不良の改善

賞味期限切れ原料廃棄削減

余剰汚泥の発生削減

化学物質不使用の洗浄剤の使用を増やす

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置の導入

空調設定温度遵守、消灯の徹底

生産設備の省エネ

機械燃料(A重
油･LPG)（製
造部門）

生産設備の省エネ

ｴﾈﾙｷﾞｰﾛｽの改善

排水量削減
（製造部
門）

出し放し厳禁(節水貼紙)

設備の洗浄の効率化

808 988 981

目標項目 取組計画

販売管理部門(注) t-CO2 110 123

2,889

216事業者全体 t-CO2 5,372

2020年度 202１年度 202２年度 前年度増減

取組内容

318.40

入出庫管理記録の記入、SDSの表示等、適正な管理が行われている。6.00

0

目標と実績 単位

項目 使用量（kg）

▲ 79

5,716 5,932

▲ 3

▲ 7

3,5503,245

126

宍粟工場

駒ヶ根工場

兵庫工場

兵庫工場 t-CO2 1,357 1,278

電力削減
（製造部
門）

305駒ヶ根工場 t-CO2

工場では積極的な設備投資を行ってい
ます。生産能力のアップ、生産効率の
向上を目指した投資ではありますが、
人手不足に対応するためのものでもあ
るので原単位の改善は難しい面がある
中、太陽光パネルの設置を行い、電力
の削減対策を実施しました。今後も取
組を継続します。

◯

×

×

×

×

駒ヶ根工場では２０２２年８月に新製造ラ
インが稼働したが生産品目の多品種小ロッ
ト傾向により設備の切替作業時間が増えた
分、稼働時間がかかったため生産効率が悪
化しました。2023年度は温水タンクにカ
バーを取り付ける放熱対策の実施を予定
し、重油の使用量削減を計画しています。

適正な管理ができている。

宍粟工場以外は未達成でした。

パウチ包装と中身の分別が進まな
いため、生産量が増えるほどリサ
イクル率は悪化してしまいます。
乾燥や脱水など重量削減を検討し
ます。

1,565

宍粟工場 t-CO2

ｴﾈﾙｷﾞｰﾛｽの改善

達成状況
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電力削減

自動車燃料削減

販売管理部
門

コロナ対策による在宅勤務推奨で
使用量が減ったものもあれば増え
たものがあった。

△
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(1) 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

(2) 食品リサイクルの取組状況

(３) 違反､訴訟等

○

〇

○

大気汚染防止法

水質汚濁防止法

202２年度

88.3%

203.5

48.52

86.2

○

○

○

○

○

○

遵守状況評価

発生量調査･循環等

○危険物貯蔵設置許可届出

簡易点検、定期点検及び記録保管

○

115.59

特定施設届出・測定及び記録保管

食品リサイクル法

3.減量量

省エネ法(第二種ｴﾈﾙｷﾞｰ管理
指定事業者)

使用量調査･報告等

該当する活動

187.1 184 ▲ 3.1

-2%

環境関連法規への違反や訴訟はなかった。なお、関係当局より違反等の指摘はここ10年以上な
し。法規の遵守状況をチェックし、問題はなし。

特定施設届出・測定及び記録保管

0.0

目標と実績

▲ 2.3

単位

主な適用法規等

-

8.3

1.9

駒ヶ根工場では歩留まり改善と、社
会福祉法人等への寄付を推進するこ
とで廃棄量が減少。リサイクル率も
前年から改善し、法定目標値（基準
実施率）の86.2％以上を達成した。

今後も、更にレトルト食品を廃棄す
る際の再利用方法について検討中。

166.15

取組状況

0.0

86.2

195.2

46.59

0.0

117.84

前年度差2020年度

廃棄物処理法

使用開始届・下水道使用料納入

廃棄物の排出抑制・分別排出と適正保管等

202１年度

FSSC22000認証取得

容器包装リサイクル法

消防法

フロン排出抑制法

労働安全衛生法 安全衛生委員会の設置･定期開催

食品衛生法

57.25

法定目標値 ％ 86.2

2.再生利用量

1.発生量 ｔ

ｔ

再生利用等の実施率 ％ 83.5% 90.4%

5.発生抑制量 ｔ 117.8

ｔ

280.9

4.熱回収量

ｔ 0.0

取扱量等報告･委託料金等納付

下水道法

５．環境関連法規等の遵守状況の確認･評価の結果並びに違反･訴訟等の有無
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(４) 今年度のエコアクション21教育の実施状況及び内部監査の記録

(1) これまでのEA21取組評価（成果）

(２) 環境経営方針は見直さず、このままで継続する。

(３) 環境経営目標及び環境経営計画における今後の取組における改善、変更等

(４) 実施体制

以　上

２０２３年４月に新設した安全環境管理室を中心に取り組みを継続していく。

朝礼時に3Sについて行った事、気づいた事、今後の改善
点等の周知、報告を行っている。

新入社員教育 都度
食品工場内を常に清潔に保つためのルールを教育している
（製造現場内、倉庫内、工場内スリッパ使用ルール、トイ
レ使用ルール、休憩所使用ルール等）。

従業員教育 毎週月曜日
兵庫工場、
宍粟工場食
堂

内部監査（駒ヶ根
工場）

2023年11月1日 WEB会議
工場全体のｴｺｱｸｼｮﾝ21運用状況の確認とﾁｪｯｸ。計画書と報
告書の作成。

名称

西淀川消防署立ち合いのもの避難訓練を実施

実施日

避難訓練、消火設備の設置確認

内部監査

緊急事態訓練(地震
訓練)

EA21の運用後、年々売上高は向上し事業実績も伸長している。
新卒採用や中途採用といったリクルート面でもEA21認証取得企業ということで
求職者にアピールができている。								
また、工場では定期的に地元学校の子供たちを招き工場見学を行ったり、地域のマラソン大
会に協賛するなど、地域コミュニティとの関わりを大切にする活動を行っている。

内容

工場全体のｴｺｱｸｼｮﾝ21運用状況の確認とﾁｪｯｸ。計画書と報
告書の作成。

WEB会議

年一回 各工場共通

2023年3月30日

本社ﾋﾞﾙ2F
事務所

2022年12月28日

従業員教育 第一月曜日
駒ヶ根工場ｴ
ﾝﾄﾗﾝｽ

内部監査（兵庫工
場・宍粟工場）

2023年11月2日

2023年11月10日

各工場共通

朝礼時に5Sについて行った事、気づいた事、今後の改善
点等の周知、報告を行っている。

兵庫工場食
堂

震度４の地震が発生したと想定し各ユーティリティ設備の
異常有無から内容、実施した安全策をチェックリストをに
基づいて確認

本社ﾋﾞﾙ駐車
場

避難訓練、消火設備の設置確認

実施場所

ｴｺｱｸｼｮﾝ21運用状況の確認とﾁｪｯｸ。計画書と報告書の作
成。

緊急事態訓練

緊急事態訓練(消防
訓練)

緊急事態訓練 2022年12月28日 宍粟工場

緊急事態訓練 2022年8月19日
駒ｹ根工場各
部門

停電が発生したと想定した訓練を実施

OJT教育訓練 随時 各工場共通
作業内容の力量評価を実施し、各個人の作業レベルを向上
させる

当社は2014年度からエコアクション21の取り組みを始めて９年継続することができた。
その間、新工場の建設や増築、増設等を行い生産量の確保、生産性の向上を目指すと共に、環
境負荷の改善や社会貢献活動に取り組んできた。
２０２３年３月には駒ヶ根工場に太陽光発電パネルを設置し、今後も環境活動をSDGｓ経営に
活かす方法を模索していく。

６．代表者による全体の評価と見直しの結果と指示
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